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要旨 ： 本報で は，ポーラ ス コ ン ク リート舗装 に 関す る，基本的な熱特性 を把握す る こ とを目的と した実験 を

行 っ た。そ の 結果，湿 潤状態 で放置され た ポーラ ス コ ン ク リートの 表面 温 度 は，乾燥状態 の ポー
ラ ス コ ン ク

リートと比較す る と ， 4〜5℃程度低 くなり， そ の 効果は 3 日以上持続する こ と， 湿潤状態で放置され た ポー

ラ ス コ ン ク リ
ートの 表面温度 に ，骨材粒径，試 験体厚さ，仕 上 げ 方 法，お よ び結合材の 水セ メ ン ト比 は影響

し ない こ と，お よび ，ポーラ ス コ ン ク リートと他 の 舗装材料 との 表 面 温 度の 違 い に は ，日射反射率以 外 に 容

積 比熱 の 影響が大 きい と考えられ る こ と などが明らか となっ た。
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1．はじめ に

　近 年 ， 夏季に お け る都市部の ヒートア イ ラ ン ド現象が

問 題 と な っ て い る。 こ の 原因 と して は ， 自動車やエ ア コ

ン の 室外機等 の 熟源 の 都市部へ の 集中が 挙げ られ るが，

こ の 傾向をさらに加速させ て い るの が、コ ン ク リ
ー

トお

よび ア ス フ ァ ル トに よる地表面の 被覆 で あ る。本来，地

盤お よ びそ れ を覆 っ て い た植 物 に は，雨 水 を貯 蔵 し，晴

天 時 に は そ の 水分 の 蒸発潜熱 に よ り過度 の 温 度 上 昇 を

抑 え る働 き が あ る。しか し，現状 の
一般 的な 建物外 壁 お

よび 道路舗 装で は，雨水 は下水を通 じ て 河川等へ排 出さ

れ，地表温 度を抑 え るた め に 貯蔵 されるシ ス テ ム はない。

さらに，コ ン ク リ
ー

トお よ び ア ス フ ァ ル トとい っ た 材料

の 熱容量が 大 き い こ と も，都市部 の ヒートア イ ラ ン ド現

象に 悪影響を及 ぼす。

　 こ の よ うな問 題 に 対 して舗装の 分野で は，舗装部分 に

保水性や貯水性 を持たせ ， そ の 蒸発潜熱 に よ り舗装の表

面温度 を抑制す る試み が行われ て お り，一
部で は既に実

用 化 され て い る。

　使用材料 と して は，大きく分 け て ア ス フ ァ ル ト系，セ

メ ン ト系，お よび セ ラ ミッ ク ス 系 がある。例 えば，ア ス

フ ァ ル ト系で は ポーラス ア ス フ ァ ル ト舗装
t）
が ， セ メ ン

ト系 で は ポー
ラス コ ン ク リート舗装

2）
お よ び ポーラス コ

ン ク リートブ ロ ッ ク
3，が，セ ラ ミ ッ ク 系 で は煉 瓦 を 含む

多孔質 ブ ロ ッ ク O が 検討 されて い るが，い ずれ も内部の

空隙 に 存在す る水分 の 蒸発 潜熱 を利用 して い る。ま た，

最近の 研究報告で は ， 舗装基盤 となる多孔質材料その も

の の 保水性 の み で は 表面温度の 抑制効果 の 持続性 に 問

題 が あ る た め に ，吸水 率の 大 きな 再生 骨材 の 利用
n
や ，

基盤材への 吸水性材料の 混合
1），空隙 へ の 保水材 の 充填

3），不織布などによる貯水槽 か ら舗装底面 へ の 揚水
e ，舗

装材下部 へ の 雨水 の 貯留
2）・6｝

な ど，舗装材料の 含水率を

上 げ るた め の 様 々 な 工 法，シ ス テ ム が 提案され て い る。

しか し，舗装基盤材 の 中で も，ポー
ラ ス コ ン ク リートの

熱特性 に及 ぼす調合や製造方法 の 影響 に 関す る 基礎的

な研究は少な く， そ の 性能 に 関 して は 不 明な点が多い
。

　
一方，筆 者 ら は こ れ ま で に，ポーラ ス コ ン ク リートの

圧 縮強度 をは じ め とす る 各種の 基礎物性 に 及 ぼ す骨材

粒 径の 影響 に 関 し て ，一
連の 研究 を行 っ て きた

7）・8）。

　本研究で は，骨材粒径お よび 製造方法 の 異なる ポーラ

ス コ ン ク リート舗装を対 象と して，夏季 の 屋外 に お け る，

基 礎的な 熱特性 を把 握 す る こ と を試 み る。

2．実験概蟇

2．1 実験の 要因 と水準

　表
一1に本実験の 要因 と水準を示す。水分状態 は 乾燥状

態， 水中で 24 時間吸水させ た 試験体を気中放置した状

態（以下，湿 潤），の 2 っ の 状態と した。

　使用材料は，ポー
ラス コ ン ク リ

ー
ト（P  ）以外 に，一

般 に 舗装 に 用 い られ る こ との 多 い 普通 コ ン ク リ
ー

ト

　　　　　　 表一1 実験の 妻因と水準

要因 水 準

水分状態 乾燥
゜
，

材料 の 種類
　　 ポ

ー
ラス コ ン ク リ

ー
ト P  ），

普通 コ ン ク リ
ー

ト（NC），ア ス フ ァ ル ト伍S》
骨材 の 租類 6 号，鯣 8 号，6＋8 号

締固 め方法 コ テ 仕 上 げ，塑

試 験体 厚 さ 50皿m，100 皿皿，150 呱

結合材の 胃〆C 動 3（現

［注］＊：7 号お よ び 6＋8号 の 振動繍 固 め，ア ス フ ァ ル ト，普通

　 コ ン ク リートの 試 験体 の み，湿 洞 の 測定 と同時 に 乾燥状

　 態で の 測定 を行 っ た。　　 ＿：基 本 水準

81 三 重大学

申2 三 重大学

嚀3 三 重大学

14
三重大学

大学院工 学研 究科遑築学専攻 助教　博 士 （工 学）　 （正 会員）

大学院工 学研 究科建築学専攻 大 学院生　工修　（正 会員）

大学院工 学研究科」轢 学専攻教授　工 博　（正会員）

大学院 工学研究科建築学専攻助教　博士 （工 学）

一337一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

（NC＞，お よび ア ス フ ァ ル ト（AS）も使用 した
。

ま た POC 用

粗骨 材 と して，それ ぞれ 粒 径 の 異な る単粒度砕石 6 号（5

〜 13m ），7 号 （2．5〜 5 皿 ），8 号 （1．25〜 2．5　rm ＞，お よ

び 8 号と 6 号を 2：1 の 比 率で 混合 した複数粒径 （以下

6＋8 号）の 骨材を使用 した。P  の 締固め の 方法 は，コ

テ 仕上 げの み と振動締固め の 2種類とした。

　P  の 基本水準は，7 号砕 石 を用い て 振動締固 め に よ

り打 設 され た 試 験 体 と し，試 験 体厚 さ t お よび 結合材 の

水セ メ ン ト比 盟Cの 各要 因は 基本 水 準 の 試
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一3
験体の み で 変化 させ た。

2．2 使用 材料および訓合

　表一2 に使用 材料 を，表一3 に実験 で使 用

し た コ ン ク リートの 調合表を 示 す。P  の

調合 は，締固め 方法 に よらず同
一と した。

P  の 設計空隙率 は 30％ とし，WIC 罵 30％の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表
一4

P  の み設計空隙率 を 2〔隅 と した もの を作

成 した 。

一
般に透水性舗装 と して用 い られ る場合 に　　 AS　 6 号砕石

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 58 　　　21．7
は 15〜20％ 程度の 空隙率が多い

9）が，本実験 で は歩

道お よび 建物外溝を対象 とし，また そ の 熱特性 の 改

善を 目的 と して い る ため舗装 と して は 大きめの 値 を設

定 して い る 。

　比 較用の AS に は，再生 密粒 度 ア ス フ ァ ル トを用 い た 。

表4 に ア ス フ ァ ル トの 配合表 を示 す。

2．3 試験体の 作成方法

　P  お よび NC の 練 り混ぜ に は傾胴式 ミキサを用い た。　　　　 §

ま ず，骨 材 お よびセ メ ン トを投入 し 30 秒間空練 り した

後，水 を 投入 し 2 分間（8 号砕石 を用い た 場合に は 3分間）

練 り混ぜ た。

　た だ し，
WC ＝30％ の P  の み は揺動撹拌式 ミ キ サを用

い たペ ース ト先練 り方式 と し，手順 はセ メ ン トお よび水

表一2　 コ ン ク リ
ー

トの 使用材料

材料 種類

セ メ ン ト 普通 ボル トラ ン ドセ メ ン ト（密度 ：3．20g／cm　
3
）

5 号
粒径 5〜13  ，表 乾密度 2．70g／
　　 　 cm　

3，実積 率 55，0％
骨

材
7 号

三 重県

佐奈 山産

　砕石

粒径 2．5〜5  ，表乾密度 2．70g／
　　　  

3、実積 率 53．3箔

8 号
粒径 1．25〜2．5 皿 1，表乾密度

2．70g／  3，実積率 54，4％
混和剤 （SP） 高性能 旭 減水剤 （ポ リカ ル ポ ン 酸系）

ポー
ラス コ ン ク リートおよ び普通 コ ン クリー トの 調合表

単位 量 （  ／m3）
種類 使 用 骨材

胃／C

（瓢） Ψ CS G SP

亀篤6＋8 号 80175 1512
剛 8 号

4692200
1512

7 号 （低 彫 C） 30U7390 15120 ，39
NC 6＋7 号＋S 601803007001050

再生 密粒度 ア ス フ ァ ル トの 配 合衰 （単 位 ： 勤

7 号砕石

　 9，4
粗砂

5、7
細砂

5，7
粉 体

9．5
再生骨材

42．4

500 （爆位 ：  ）

を投入 し，2 分間 練 り混ぜ た後 に骨材を投入 し 2 分間練

り混ぜ た。

　型枠 に は，300 × 300× 100 皿 の 角形鋼製型 枠お よ び φ

100× 200   の プ ラス チ ッ ク 製円柱型枠を用 い た。角形試

験体 は表 面お よび 内部温 度の 測定用 に各水準につ き 1体

ず つ ，円柱 試験体は空 隙率お よび 圧 縮強度 の 測定 用 に 各

水準に っ き 4 体ずつ 作成 した。振動締固め の 円柱試 験体

の うち 1 体 は 高さ 100  に 切 断 して水分蒸発 量の 測定

に 用い た。

　P  の 打設 は，角形，円柱試験体共に 2 層 に分けて 試

料を打 ち込 み ，各層を突き棒で突き固めた。角形試験体

につ い て は 1層 目を突き固め た後 に表面を な らして （こ

の 時点 で試 験体高さの 半分 とな る よ う調整し た ）、 試験

体 の 内部に熱電 対 を固定 し，そ の 上 か ら2 層 目 の 打ち込

み を行 っ た。

　試験体の 振動締 固 め は ，型枠 に 余盛 りした試料 上 面に

高周波バ イ ブ レータ を固 定 した 鉄板を置き， 10 秒間締

100　　　　150　　　　　150　　　　100

温部 ｝

　　　　　　 （a）　 平 面 図

・

　
　 　 　 （寧 ： 試験体高 さは 5D，100，15Cr曝 ）

　　　　　　 （b）　 断面図

　　　　　　図一1　試験体概要

め固めた。また コ テ仕 上 げの 場合 に は，2 層 目を突き固

め た 後 に コ テ仕 上 げ の み を行 っ た。

　試料の 打ち込み後，材齢 2 日で脱型 した 。 そ の 後，角

形試験体上 面 に 表 面 温 度測定用 の 熱電対 を試 験体 と同

調合 の セ メ ン トペ ース トで コ ーテ ィ ン グ して接着 した。

こ こ で，試 験体表面 と底面 の 熱電対は，試験体表面温度

を正 確 に 測定で きる様 に，熱電対の 被覆 を 80 皿 程度 は

が し，先端部 を溶接 した状態 で 用い た e

　温度測定時 に は，試験体側面 に ス タイ ロ フ ォ
ーム をア

ル ミ箔で コ
ー

テ ィ ン グ した 断熱材を付けて 用い た。図
一1

に試験体の 概要を示す。養生は材齢 初期 に
一

度散水 した

以 外 は 屋 外 暴露 養生 と した 。
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σ図一2　試験体の 配 置図

2．4 試 験方 法 およ び 測定項目

　 図
一2に実験場の 配置図を示 す。乾燥お よ び湿潤状態で

は，ま さ土 を転圧 した 地盤 に 直 接 試 験体を置 い た 状態で

測定 し た
。

　 屋外実験の 測 定項 目は、角形試 験体の 表面温度 ・内部

温度 ・底 面 温度 ，試 験 体 設 置位置付 近 の 外気温，相対 湿

度 ， 風速，お よび 日射量で ある。試験体の 各部の 温度は，

図
一1 の 様 に設置 した熱電対（T型）に よ り測定 して い る。

各 温 度 の 測定間隔 は 30 秒 と した 。 外気温 お よび相対湿

度は，試験体か ら約 20m の位置 に あ る百葉箱 の 測定値を

用 い た。風速 は実験場脇の 高さ 1．8m の 位置 に 固 定 した

超 音波風速計を用い て 計測 し た。日射量は実験場 脇の 高

さ 1m の 位置に 日射計を固 定 して 測定 した。

　試験体の 水分状態が 湿 潤の 場合 に お い て は，振動締固

め した P  の み，角形試験体と同条件で 設置した φ100
× 100mm の 円柱試 験 体 の 質 量 変化の 測 定 を行 い

， 水分蒸

発 量を算定 した。

3．実験結果とその 考察

3．1 空隙率およ び圧縮強度

　図一3 に ，
POC の 圧 縮強度 と空隙率の 関係を示 す 。 図 中

に は，VIC＝46％の セ メ ン トペ ー
ス トの 圧縮強度 の 推定値

te）
：62．5N／  を用い て既往 の 推定式 ”か ら推定した 両者

の 関係式も示す。図 に よれ ば，複数 粒径 の 試験体 は，い

ずれ も空隙率が 2〔脱台 と小 さくなっ て い る が，これ は，

骨材粒 径 を混合 し た こ とで 骨材 の み の 実積率 が 大 き く

な っ た た め で ある。また，振動締 固 め を行っ た 方 が，コ

テ 仕 上 げの み の 場合 よ り も圧 縮 強 度 と空 隙率 の 関係 が

高強度側 に シフ トして い る。 こ れ は、振動 に より結合材

が 流動化 し，骨材間を架橋す るセ メ ン トペ ース ト部分が

強 化 され た こ とな どに よる と考え られる。

3．2 試験体 の熱特性

　（1）試験体 の 温度 の 経時変化

　図4 に，湿 潤状態の 試験体の 温度 の 時刻歴を，図一5

歹
45

極 40

胆　35

　 　30FOO22

20　　　　　25　　　　　30　　　　　35　　　　　40

　　　　　　 空隙率（x）

　図
一3　圧縮強度と空隙率 の 関係
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図 4 　湿潤状態の 試験体温 度の 測 定結 果 （測 定
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一5　環境条件の 測 定結果 （測定初日）
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に 環境条件の 測定結果を示す。試験体温度 は 日射量お よ

び気温 と良い 対応関係を示 し，日射量の 増加 と と もに表

面温 度 が 上 昇 し，13 時前後に最高温度に 達する。 また，

内部および 底部 の 温 度は 表面 温 度 に 少 し遅れ て 上 昇す

る傾向があ る。 日 射量が減少 し始め る と，表面 温 度は 急

激 に低下 し，日没後 には温度分布が逆転 し，表 面 に近 い

ほ ど低温 となる 。

　（2）表面 温 度に 及 ぼす各 種要因の 影響

　 図 6 に ， 乾燥お よ び湿潤状態 における試験体の 表面 温

度の 経時変化 の 比 較を示 す。図 中の ア ス フ ァ ル トの 乾燥

試験体 にっ い て は，測定中J 熱 に より熱電対が剥がれた
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た め，一部 正 確なデータ が 得 られ て い ない が，

そ の 部分を除外 して考え る と ， P  お よび NC

で は，湿 潤 の 場合に 乾燥 と 比 べ て 表面温度の

上 昇速度が 低下し， 最高温度も P  で は約 5℃ ，

NC では 約 3℃ の 温度の 低下が 見 られ る。こ れ

に 対 し て，AS で は，最高温 度 に っ い て は 議論

で きない が，温 度の 上昇お よび 下 降域を見 る

と，湿 潤 と乾燥 で 明 確な差異 は 見 られ ない。

　湿潤状態 の みで 材料による影響 をみると，

AS，　 P  ，　 NC の 順に最高温度 が 高くなるとい

う既 往 の 研 究結果 2）と同様 な傾 向 が 得 られ た。

　図一一7に ， 試験体の 表面温度の 経時変化 に及

ぼす 各要因 の 影響 を 示 す。図に よれ ば，6＋8

号を用 い た場合 に 最高温度 が 2℃ 程度低下す

る傾向があ る以 外は，骨材粒径，試験体厚さ，

仕 上 げ 方法 お よび 結合 材 の 彫 C の 各要 因 は試

験体表面温度に影響を及ぼ さ な い こ とが 解 る 。

　（3｝測定 3 日 目まで の表面温度

　測定初 日か ら 3 日 目まで の 表面 温度の 経時

変化 は，ほ ぼ同様な傾向を示 した。図一8に は，

13時 の 時点に お け る表 面 温度と経過 日数の 関

係を示す。こ の 間，全て の 試験体は外か らの

水分は与 え て い ない。図に よれば，全 て の 試

験体 に お い て ，経過 日数とと もに 表面温 度 が

上昇す る傾 向があ る。 この 原因は 明確 で は な

い が，日射量の 変化 な どの 外 的条件 に よ る も

の と考 え られ る。ま た，図 （a）か らは，AS は 2

日 目以降，乾燥 と湿潤 の 温度差 は な くな っ て

い る （1 日 目の デ
ー

タ は 前述 した理 由に て 割

愛）が ，
P  お よび NC は 、

3 日 目に お い て も

乾燥 に 比 べ て湿 潤試験体の 方が それ ぞ れ 4℃

お よ び 2℃ 程度低 い 温 度に な っ て い る。こ の
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図一6　表面 温 度の 経時変化 に 及 ぼす試験体 の 水分状態の 影響

5055

＾ 45e

遡
40

唄 35302520

（測 定初 日，試験体厚さ t＝ 100fim）

 ……圃
一
〇
− 6号

一△− 7号
一ロ ー8号
一● − 6＋ 8号

一〇 − t＝50

十 t＝ 100
一
ロ
ーt＝ 150

（振動 締固 め・渥 潤 ） （7号 ・振動 締固め ）

　 呂 呂 8 呂呂　　　　　　　呂
B き 二 9P ：

　　　 時刻

　 （a） 骨 材 粒 径

88 ε 搴 ξi8． 8．呂 88 ．88
B8 二 卑 專 P　 88 ； 9 卑 ：

　　時刻

（b）試験体厚さ

　　　時刻

（G）仕上 げお よ び

　　結合材 の 彫C
図
一7　表面 温度の 経時変化に 及ぼす各要因の 影響

　　　（測定初日 ，特記 が 無 けれ ば 試験体厚 さ t＝ 100  ）

理由 に 関 して は 次節 の 水分蒸 発 量 の 測定結果 と合わせ

て 考察す る。

　P  の 乾燥状態の もの は ， 表面温度が AS と 同程度 ま で

上 昇 して い る。 既往 の 研 究 に お い て は ， AS の 表面温 度が

他 の 舗装材料 よ りも高 くな る理 由と し て，日射反 射率の

違い を挙げて い る
S）。但 し本実験結果は，表f に示す各

試験体 を 用 い て 測定 した 反 射率の 違 い を 考 え て も矛 盾

す る。また，図（b）に よれば，6＋8 号の P  の み、他 の 骨

材粒径 の試験体 と比 べ て 表面 温度が 低 く なっ て い る 。 た

だ し，同試 験体 は他 の 試 験体 と比 べ て 空 隙率 が 小 さい 。

以 上 の 結果を考察す る と，試験体の 表面温度 に対 して は，

日射反射率だ けで なく，容積 比熱が影響 して い る と予想

され る （た だ し，POC の 容積 は 空隙を含ん だ もの とす る ）。

本実験 の 場合 に は，7 号の ポー
ラス コ ン ク リ

ー
トの 空隙

率は 33％で あ り，ほ ぼ同一の 材料を使用 して い る NC と比
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表一6　日 射反射率の 測定結果

日射反射率
事

試験体種類
燥　　　　

’2

6 0．270 ，14
7 0．26 α 14

P  8 0．260 ．14
6＋8 0290 ，17
7　　 WC0 ．280 ．14

コ ン ク 1 一 0．570 ．24
ア ス フ ア ル 0．080 ，07

0

一10

一20

」
−30

劇
華 ＿40

盟一
・・

［注］＊1 ： 太陽 高度＝24．4〜31．6
°

の 範囲 で 測定 　　一60
　 ＊ 2 ： 表 面に散 水 し湿潤 状態 と し て 測 定

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一70

べ る と 670Bしか 固相 を含 ま な い こ と に な

る。こ の ため，NC と比 べ る と P  は熱し

やす く冷めやす い 材料 で あるた め，1 日

の サイ クル で は本実験結果の よ うな大 き

な温度差 となっ たとも考えられる。
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　　　 図一9 質置変化 量の 経時変化

　図
一9に ，試験体設置後の 水分 の 蒸発等に よ る質量変化

量の 測定結果を，図
。10 に 質量変化量の 累積 の 計算結果

を 示 す。 累積の 計算 で は，6 二30〜】8 ：30 の 問 の 変化 量 を

昼 と し，18：30〜6：30 の 変化量 を夜 と して 示 す。ま た，

初期状態は 水切 りの 状態 と し た 。 こ の た め ， 初期 の 質量

変化 量 に は 地盤 へ の 水分 の 流出量も含 まれ る 。 測 定 に は

各水準 2本の φ 100× 100rnmの 円柱体を用 い ，結果はそれ

らの 値を平 均 した。

　両図に よれば，骨材粒径 に依存 した保 水性 の 傾 向，す

なわ ち，ノj・径骨材を用 い た方 が 大 量の 水 分を放出する と

い っ た 傾向が 現れ て い るの は 1 日 目の 昼 間 の み で あ り，

2〜3 日 目で は，質量変化量は ほぼ同程度となっ て い る。

さ らに，夜間 に は，地盤 か らの 蒸発に より供給 される と

考 え られる水分 に よ り， 質量増加 の 傾 向 を示 す。こ れ に

よる質 量増加 は 粒径 お よ び 日に ちに よ らず ほ ぽ
一

定値

とな っ て い る。

　（5）ポーラス コ ンク リ
ー

ト鱒装の 温度低減 メ カニ ズム

　上記 の （3）〜（4）節で 示 した 結果をあわせ て，本実験条

件 にお け る P  舗 装 の 温度 低減 メ カ ニ ズ ム に 関す る考察

を行 う。

　 ま ず ，乾燥試 験体 との 温度差が 3 日 間持続 した 〔図

一8（a）参照〕の は，図一10に 示すよ うに ，3 日 目ま で
一定

量 の 水分蒸発 に よ る蒸発 潜熱 が確保 され て い たためと

考 え られ る。

　ま た ， 6＋8 号を除き，3 日 目まで表面温度に 対する骨

材粒 径 の 影響が全 く見 られなか っ た 〔図
一8（b）参照〕の

は，水分蒸発量が 粒径 に よ っ て 変わ らない た め で あ る 。

　 こ こ で，1 日 目の 昼の 水分蒸発量が粒径に よ っ て 異な

る点 が表 面 温 度の 傾 向と矛盾する。乾燥試験体と の 温度

差 が 3 日間 と もほぼ一定 で あ っ た 〔図一8（a）参照〕 こ と

か ら考 え る と，こ れ は 恐 ら く，図一leに 示 す 1 日 目の 昼
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図一10 貢量変化量 の 累積
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図
一11　人体の 受ける放射量の計算値

〔O は 合計量を示す〕

間 に 減少 してい る水分 の うち，蒸 発 潜熟 に よ り試験体 温

度 を低 下 させ る た め に使 われ て い る 量 は，2〜3 日目の 昼

間の 減少量 と同程度で あ り，残 りの 水分は 地盤方向 に 流

下 してい る，もしくは試 験体温 度の 低減に は寄与 して い

ない 可能性 が 高い。

　図
一9お よ び 10に よれば，夜間 に補給 され る水分 と比

べ て 昼 間 の 水分蒸発 量の 方が多 い た め，試験体の 質量 は

低 下 し続ける傾向に ある。こ の 余分 に 放出 され る水分は，

非常 に緩慢な蒸発速度 か ら考えて，測定開始前の 湿潤状

態 と した とき に セ メ ン トペ ース ト硬 化 体中の 微細空隙

に取 り込 まれ た もの だ と考 え られ る 。 こ の た め ， さらに

長 期 間 の 測 定 を継続 した 場合に は，試験体の 乾燥が進み，

乾燥状態の 試 験 体 の 温 度に 近 づ い て い く こ と が 予想 さ

れ る。

　（6｝人体の 受ける放射量

　本実験 か ら得 られた結果から．中村の 方法
ll）

を用 い て，

舗 装材料 ごとの
， 屋 外 の 立位 の 人体が 受ける短波長放射
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（日射 と地 面で 反 射 した 日射）・長波長放射 （地 面 と 天

空）の 放射量 の 評価 を試み る。こ こ で ，対象は無限 に広

い 舗 装面上 に 立 つ 人体を仮定 し，R  ，　 AS，　 NC の 放射率

はすべ て 0，9，日射反射率は 表
一6の 乾燥状態 の もの を用

い た 。 舗 装の 表面温 度お よび 環境条 件 は，湿潤 の 測定開

始後 1 日目の 13：00 の 実測結果を用 い た。人体 の 日射吸

収率は 0．66，放射率は 0，9 と した。

　図一tt に ， 人体の 受け る放射量 の 計算結果 を示 す 。 図

か ら解るよ うに，今回の 計算条件 にお い て は，人体 の 受

け る放射量は，表面温度の 最 も低 か っ た NC が 最大とな

り， 続い て AS、
　 P  の順とな っ た 。 これ は ， 地表面か ら

の 長波放射よ りも 日射反射の 影響 が 大 きい た め で あ る。

4．まとめ

　本論 文 で は，ポーラス コ ン ク リート舗 装 に 関す る，基

本 的 な熱 特 性 を把 握 す る こ と を 目的 と した 実 験 を 行 っ

た 。 得られ た知見を以下に 示す。

（1）湿潤状態で放置 した ポー
ラス コ ン ク リ

ー
トの 表面温

　 度 は ，乾燥状態 の ポーラ ス コ ン ク リー トと 比 較す る

　　と，4〜5℃程度低くな り，そ の 効果 は 3 日以 上持続

　 す る。

（2）湿潤状態で放置されたポー
ラス コ ン ク リ

ー
トの 表面

　 温度 に．骨材粒径，試験体厚 さ，仕上げ方法，お よ

　 び結合材の 水セ メ ン ト比 は影響 しな い。

（3）ポーラ ス コ ン ク リートと他の 舗 装材料 と の 表 面 温 度

　 の 違 い に は，日射反 射 率 以 外 に容積比熱の 影 響 が 大

　 き い と考 え られ る。

〔4）人体の 受ける放射量に 関する計算結果 か らは，舗装

　 表 面 か らの 長波放射 よ り も 日射反 射 の 影 響 が 大 き く，

　 表 面 温度が最も低くな っ た 普通 コ ン ク リートの 場合

　 に放射 受熱 量 が最大 とな っ た。

5， 今後の 展望

　最近の 関連研究 で は，舗装表面の 大幅な温度抑制効果

を得 る た めに，複雑なシ ス テ ム や高価な材料の 使用を試

み た もの が 主流とな っ て い るが ， そ れ ぞれ に コ ス トや耐

久 性 の 問題，また，貯水させ る シ ス テ ム に おい て は 細菌

や害虫の 繁殖などの 不 安も残 る。

　一方 ， 本実験結果か らは，夜間 の P  舗装直下の 地盤

か らの 吸水 と思 われ る現象が 確認 され た。こ の こ とは，

地 盤 そ の もの を 保水層 と し て 利用 で きる 可 能性 を示 唆

す る も の で あ り，この よ うな特性 が うま く活用 で きれ ば，

POC 舗 装 の 透水 性 を利 用 して 降 雨 を 現地 の 地 盤 に そ の

ま ま浸透させ，その 水分によっ て路面温度を低減 させ る

とい っ た自然 の 状態 に 近 い シ ス テ ム を構築で き る 可 能

性 が ある 。 さ らに ， この 場合の 舗 装 は通常の 透水性舗装

の み で ある た め，安価 で広範囲な施 工 に も適 して い る と

考 え られ 、都 市部 の 熱環 境 の 改 善 に 関す る，有 望 な 1っ

の 解決法 となり得る と思わ れるe
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